
　

い
ま
、
終
身
雇
用
が
崩
れ
、
経
済
が
低
迷
す
る
な
か

男
は
仕
事
、
家
族
を
養
い
、
弱
音
を
は
か
な
い
…
な
ど

従
来
か
ら
求
め
ら
れ
て
き
た
男
性
像
で
は

生
き
づ
ら
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
多
く
の
問
題
は
、

女
性
の
視
点
で
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
号
で
は
、
男
性
側
の
視
点
か
ら

男
女
共
同
参
画
の
現
状
や
課
題
な
ど
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
と
と
も
に
、

男
性
に
と
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
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とも
にい
きいき暮らそう
男性にとっての

女男 共同参画
特
集

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
築
い
て
い
く
う
え
で
大
き
な
壁
と

な
っ
て
い
る
の
が
、社
会
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
で
す
。

　

近
年
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

内
閣
府
の
調
査
で
は
男
性
の
45
・
９
％
、
女
性
の
37
・
３
％
が

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
に
賛
成
し
て
お
り
、
男
性
に
根
強

く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
デ
ー
タ
１
）。

　

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
は
、
女
性
の
社
会
進
出
を
阻
む

一
方
、
男
性
の
生
き
方
も
縛
っ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
大
抵
の
男
性
は
、
社
会
に
出
れ
ば
終
身
雇
用
・
年

功
序
列
賃
金
制
度
の
も
と
、
家
族
を
養
っ
て
い
け
る
だ
け
の
安

定
し
た
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、「
男
は

仕
事
」、「
家
族
を
養
う
の
が
役
目
」
と
い
う
考
え
に
と
ら
わ
れ

て
い
る
男
性
も
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
雇
用
環
境
の
変
化
と

と
も
に
男
性
一
人
の

稼
ぎ
で
家
計
を
支
え

る
の
が
難
し
い
時
代

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
収
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
、
平
成

23
年
度
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
平
均
年
収
は

５
０
３
・
８
万
円（
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
０
・

７
％
）
で
、
過
去
に

比
べ
て
ま
だ
ま
だ
低

い
水
準
に
あ
り
ま

す
。

　

雇
用
者
数
の
推
移

を
み
て
も
、
平
成
14
年
か
ら
22
年
ま
で
の
間
に
男
性
雇
用
者
数

は
約
37
万
人
減
少
し
て
い
ま
す
（
デ
ー
タ
２
）。
ま
た
、
男
性
の

非
正
社
員
の
割
合
も
年
々
上
昇
し
、
平
成
23
年
に
は
約
２
割
に

達
し
て
い
ま
す（
デ
ー
タ
３
）。
さ
ら
に
、男
性
の
完
全
失
業
率
も
、

働
き
盛
り
の
世
代
（
25
～
34
歳
で
は
５
・
９
％
、
34
～
44
歳
で
は

４
・
１
％
）
で
は
前
年
よ
り
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
現
状
に
つ
い
て
、
西
東
京
市

の
男
性
市
民
に
伺
い
ま
し
た（
平
成
24
年
10
月
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
）。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
今
後
の
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

　
パ
リ
テ
の
事
業
企
画
な
ど
に
生
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

男
は
仕
事
、

家
族
を
養
う
の
が
役
目
?

男
は
強
く
あ
る
べ
き
、

弱
音
を
は
か
な
い
?

  「男の仕事」に

家事も含まれる
   と思う

昭和の考え。

今の時代は違う

責任はあると思うが、

　男性だけが背負えるものではない

自営業のため

共同で

担っている

私（58 歳）
の世代ではそれが

当たり前

そう思うが、

収入が少なく   
家庭が持てない

今は正しいとは思わないが

そういう自覚は必要

現実には
そうだと思う

男として

当然のこと

 古い考え。

弱くてよし、何も
 恥ずかしくない

個人差もあるし、

女性のほうが強いと思う

男性も人間。

弱音もはく

と思う

誰でも

気持ちが弱くな
るときはある

強がることよりも、弱さを

見せるほうが強いと思う

女性を守ってあげ
たいという意識が
あるので共感

　　　　　　　　　人前ではそうありたいが、

時には弱音をはいたほうがよい
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全産業（＋132万人）

建設業
（－99万人）

製造業
（－115万人）

医療・福祉
（＋180万人）

（男性－37万人） 女性
男性

昭和60年 92.6 3.3 4.1

平成７年 91.1 5.2 3.7

平成17年 82.3 8.6 9.1

平成22年 81.1 9.1 9.8

平成23年 80.1 9.7 10.2

＜男性＞

正規の職員・従業員
パート・アルバイト
その他（労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員・
嘱託、その他）

（内閣府「男女共同参画白書 」平成23年版より作成）

（昭和60年と平成7年は総務庁「労働力調査特別調査」（各年2月）、17 年
以降は総務省「労働力調査（詳細集計）」（年平均）より作成）

データ1　「夫は外で働き、妻は家庭を守
るべきである」といった考え方について

データ2　男女別・産業別雇用者数の増減（平成14→22年）

（総務省「労働力調査（基本集計）」より作成）

データ3　雇用形態別の雇用者（役員を除く）の構成割
　　　　　合の推移


